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ム」の設置がやっと認められたのでした。「太陽磁場活動望遠鏡 Solar Magnetic Activity






































































































































































































































































































































大川明宏君 (2013年度卒)、澤田真平君 (2014年度卒)、米谷拓朗君 (2016年度卒)、海宝孝
祐君 (2017年度卒)など、学部の卒研生をあわせると 10人以上となる。特に米谷君の研究
は、阿南君によってまとめられ論文として出版されることとなった。阿南君には、垂直分
光器による回転波長板を用いたポラリメーターの観測や解析では非常にお世話になり、感
謝してもしきれない。
加えて自然科学研究機構の乗鞍共同利用でもベースキャンプとしての宿泊を許可くださ
り、ありがとうございます。そのときは浦和西高校の坂江さんらと一緒に泊まり、製作し
た手作り太陽分光器についての議論や太陽観測による様々な相談に乗り、また滞在生活を
支えてくださり、飛騨天文台の皆さんには感謝しています。ここに一名一名それぞれに感
謝の意を書きたいが、スペースの都合で省くこととなり、誠に残念である。本当にありが
とうございました。
飛騨天文台との思い出はたくさんのものがあるが、2013年 11月の「Hinode-7」が印象
深い。私は 5名の学生を連れての参加であり、学生たちも初めての国際会議で貴重な経験
になった。事務局となった飛騨天文台の皆様には本当にお世話になり、いろいろとご迷惑
をおかけしたと思う。帰りに初雪を見たことを昨日のように思い出し、感慨深い。
これからも、飛騨天文台とその皆さんにはお世話になると思います。ご迷惑を一杯かけ
てしまいますが、よろしくお願いします。
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飛騨天文台50周年へのメッセージ
武田 秋
米国モンタナ大学
飛騨天文台を計画する所から始まり、実際に建設し、保守改良を重ねて科学的成果を上
げることに尽力してこられた方々、またそれを支援してこられた方々、すべての皆さまに
敬意を表し、50周年のお祝いを申し上げます。
飛騨天文台50周年へのメッセージ
小路 真木子
京都経済短期大学
飛騨天文台 50周年、おめでとうございます。
主に水平分光器にお世話になりました。運転免許を持っていないため、送り迎えもいろ
んな方にお世話になりました……。
初めて訪れたのは 4回生のときなので、いま思うとわりと新しかったんですね。まだア
ナログ撮影の時代でした。それから次々と新しい技術や設備を導入して、今も最先端の研
究をしているのが、さすがです。
地上それも国内で本格的な観測ができる施設の、存在意義は大きいと思います。これか
らも活躍が続くことを期待しています。
追伸：ホームページの天文台紹介、歴史のページが 2007年で止まっているので、ぜひ
この機会にアップデートを。
飛騨天文台50周年へのメッセージ
森本 太郎
元附属天文台研究員
飛騨天文台創立 50周年おめでとうございます。
豊かな自然に囲まれた地で、最先端の装置と、すばらしい研究員・スタッフの皆さんと
によってこれからも多くの発見がなされることを願っております。
飛騨天文台50周年に寄せて
神尾 精
2006年博士後期課程修了
創立 50 周年を心よりお祝い申し上げます。
私は大学院生の時にドームレス太陽望遠鏡を用いて太陽彩層の振動を詳細に観測し、学
位論文を書きました。水平分光器の特色である多波長同時分光観測により、この研究が可
能となりました。大学院生の身分でありながら、世界的に見ても一級の観測装置を使用で
きたことは、非常に恵まれていたと思います。これまで大学院生の研究活動を支援してく
ださった天文台の皆様に感謝いたします。
飛騨天文台は 50周年を迎えますが、ここにある特色ある観測装置はアイデア次第でさ
らに新しい成果が出せるものと思います。今後のさらなる活躍を期待しております。
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飛騨天文台50周年へのメッセージ
清原 淳子
2006年博士後期課程修了
飛騨天文台創立 50周年、おめでとうございます。
私は、学部 3回生の時に花山天文台・太陽館で黒点の磁場測定を行う課題研究で太陽観
測の扉を叩きました。それから大学院博士課程 3回生までの計 7年間、黒河先生、一本先
生、柴田先生をはじめとする附属天文台の先生方や職員の皆様には大変お世話になりまし
た。大学院生時代は、ドームレス太陽望遠鏡での偏光観測を研究のテーマとして行う中、
多くの時間を飛騨天文台で過ごしました。試行錯誤しながらも地道にデータを積み重ねて
なんとかベクトル磁場を測定できるところまで出来たことは私の大切な思い出です。一方
で、それら成果をまとめ切れなかったことは、今となっても私の大きな後悔となっていま
す、笑。
2006年に一般企業へ就職し太陽の研究からは遠ざかりましたが、これからも飛騨天文
台が活発な研究・教育の場として存在し続けることを期待しています。
メッセージ
渡邉 皓子
2012年博士後期課程修了
飛騨天文台 50周年、おめでとうございます。
飛騨天文台では、ドームレス太陽望遠鏡やスマート望遠鏡で、何度も観測させていただ
きました。いつ雲の切れ間に入るか、なんども外に出て確かめて、良いデータが撮れるよ
う祈ったのを覚えています。
また、飛騨天文台には、高山の地元から働きにきている方々が何人もいて、皆様との交
流が心に残っています。大学院生当時は、周囲には言えなかった悩みを、天文台では話せ
る人がいて、心が晴れました。
最先端の観測装置のこと、それを支えるために働いている人たちのこと、多くのことを
吸収できる環境に若い間に身を置けたことは、以降の人生に活かされていると思います。
心から感謝し、御礼申しあげます。
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ドームレス太陽望遠鏡
阿南 徹
米国国立太陽観測所
僕のおもちゃ、与えられてから 10年
晴れの日はいつも遊んできた
少しの晴れ間でも、運がにげないように。と遊んだ
特性を調べることが僕のテーマだった
理想通りにはならないことを教えてくれた
デラックスで自由な望遠鏡
いろいろな研究テーマができた
誕生日には最高のデータが取れた
暗闇の中、いろいろな人と会話した
僕はあなたの種だった
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